
ごみの処理費用は事業経費です。

ごみを減らすことで、ごみの処理にかかる経費を削減することにつながります。

環境問題への関心が高まるなか、企業が環境問題に積極的に取り組むことにより、

企業価値の向上やイメージアップにつながります。

・新聞

・雑誌

・ダンボール

・コピー用紙

・ジュースの缶

・金属缶

・スチール

・ペットボトル

・包装紙

・名刺

・はがき

・封筒

お茶がら ティッシュ など

廃油 廃プラスチック類 金属くず 出版業で出た紙くず など

事業系一般廃棄物

産業廃棄物

…産業廃棄物以外の事業系ごみ

…法律、政令で定める21種類のもの

※産業廃棄物について詳しくは北海道のホームページをご覧ください。

・アルミサッシ

・銅線

・自転車



3Ｒとは、持続可能な循環型社会を目指すために必要な3つの要素であるReduce（リデュース）、

Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）の頭文字をとった言葉です。3Ｒには優先順位があり、

まずは“ごみそのものを出さない”リデュース、次に“使えるものは繰り返し使う”リユース、

最後にリサイクルの取組みが重要となっています。

帯広市では、ごみについての懇談会を実施しています。

事業所から出るごみの処理についてや、減量、リサイクルなどについて、

職員がお伺いしてご説明します。内容や時間はご相談に応じますので、

お気軽にお申し込みください。

まずはごみの発生抑制！

ごみを出さない環境づく

りが重要です。

ごみとして捨てる前に、

再利用できないか

検討しましょう。

どうしてもごみになって

しまったものは、正しく

分別してリサイクル！

会場/ 申込者各自でご用意願います。

経費/ 会場使用料はご負担願います。

お申込み方法/ 開催予定日の30日前までに、電話で清掃事業課（電話0155-37-2311）に

お申し込みください。日程の調整をさせていただく場合があります。
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